「学級経営」研修講座　演習の流れ
	Key Word
	自己存在感を高める教師の働きかけ


	研修名
	「学級経営」
自己存在感等を高める学級経営の在り方

	対象
	若手教員及び若手教員の指導に意欲のある教員

	用途など
	・メンター研修で活用する。　
・自己存在感や自己有用感が低い児童生徒の多い学校における研修で活用する。

・取組の具体策を数多く挙げ、実践するための引き出しを数多く獲得する。

	備　考
	準備するもの：付箋（２色）　模造紙（付箋の仲間分け）

	時　間
	内　　　容　・　留　意　点

	 15分
	　自己存在感を高めるための具体的な取組や方策を学習指導に関すること、生徒指導に関することの２つの側面からできるだけ多く出し合い、日々の実践へとつなげるための交流を行う。
※１グループを３～４名で構成する。
１　自己存在感を高めるための学習指導や生徒指導の在り方の具体策を個人でできるだけ多く考え、付箋に記入する。（４分）
学習指導関連：緑の付箋
生徒指導関連：青の付箋
２　具体策をグループで持ち寄り、仲間分けしながら、より多くの方策に触れる。（５分）
３　交流をもとに、目指す児童生徒像を明確にして、今後どのように取組を進めるのかを自己決定する。（３分）
1 　４　自己決定したことを交流する。（３分）
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（作成機関：上川教育研修センター）
